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１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議  題 

  ⑴ ごみ有料化の是非について 

  ⑵ その他 

 

４ 閉  会 
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　２　平成20年度家庭系可燃ごみ総量からの手数料試算

袋数 重量 1袋あたり 袋数 重量 1袋あたり
袋 kg kg 袋 kg kg

9月28日 月 51 143 2.8 36 110 3.1

10月6日 火 48 139 2.9 40 119 3.0

10月14日 水 44 107 2.4 44 109 2.5

9月17日 木 48 144 3.0 33 100 3.0

10月23日 金 39 116 3.0 47 93 2.0

2.8 2.7

  平成20年度家庭系可燃ごみ総量 kg

  30ℓ袋使用枚数推計（1枚あたり2.8kg入） 枚

  30ℓ袋に処理手数料（有料化）を加算した場合の収入試算

　　　1ℓあたり0.3円の場合（1枚10円） 円

　　　1ℓあたり0.5円の場合(1枚15円） 円

　　　1ℓあたり0.7円の場合(1枚20円） 円

　減量効果推定△10％(※1）とした場合のごみ量 kg

  30ℓ袋使用枚数推計（1枚あたり3.5kg入） 枚

  30ℓ袋に処理手数料（有料化）を加算した場合の収入試算

　　　1ℓあたり0.7円の場合（1枚20円） 円

　　　1ℓあたり1.0円の場合（1枚30円） 円

　　　1ℓあたり1.3円の場合(1枚40円） 円

　　　1ℓあたり1.7円の場合(1枚50円） 円

※1　一般廃棄物処理有料化の手引き（環境省）　手数料の料金水準と排出抑制効果を参考とした。

200,838,857

  ※　有料化導入により、ごみの減量及び1袋当たりの重量増加を想定し、
　  　 袋の使用枚数の減少を想定した場合

ア　ごみ袋1袋あたり重量の調査

家庭系 事業系
組成調査
実施期日

平均

301,258,286

401,677,714

502,097,143

39,052,000

13,842,403

138,424,033

207,636,049

276,848,065

35,146,800

10,041,943



　３　税収およびごみ処理経費の推移

　４　有料化導入に伴うごみ排出量の推移【家庭系ごみ】
　

可燃ごみ 不燃ごみ

袋 金額 1ℓあたり 袋 金額 1ℓあたり 導入前年度 導入年度 導入2年目 導入3年目 導入4年目 導入5年目 導入年度変動率 導入5年目変動率

容量ℓ 円/袋 ℓ/円 容量ℓ 円/袋 ℓ/円 A B C B/A C/A

飯田市 30 60 2.0 指定袋 30 60 2.0 指定袋 H11 768g 749g 748g 701g 674g 708g -2.5% -7.8%

伊那市 45 30 0.7 証紙 45 30 0.7 証紙 H15 952g 647g 673g 646g 654g 639g -32.0% -32.9%

八戸市 45 30 0.7 指定袋 45 30 0.7 指定袋 H13 824g 778g 708g 719g 705g 716g -5.6% -13.1%

岸和田市 45 100 2.2 証紙 ○ H14 752g 642g 575g 580g 701g 692g -14.6% -8.0%

合計 2 0 2 0 平均 824g 704g 676g 662g 684g 689g -14.6% -16.4%

可燃 18,645t 14,273t 14,034t 14,078t 14,285t 14,242t -23.4% -23.6%

不燃 6,233t 2,335t 2,536t 2,453t 2,422t 2,266t -62.5% -63.6%

※1 伊那市の手数料は可燃、不燃とも一定量を超えた場合は１ℓあたり４円。

※2 岸和田市は1世帯につき袋約130枚まで無料。

※3 市町村合併による新市の合併前のデータは各市町村の数値の合計とした。

※4 伊那市の不燃ごみは、缶以外の金属、陶磁器、ガラス類、プラスチック製の玩具、家電製品などで指定袋に入る大きさ物などを含む。

伊那市ごみ
総量の推移

有料化
導入年度

1人1日あたり排出量の推移

手数料

有料
市町村名

方法
無料

手数料

有料

方法
無料

ごみ処理経費

手数料体系

 排出量単純比例型

 一定量無料型

 排出量単純比例型

 定額制従量制併用型

8.9%33,970,841

33,580,463

対前年
増減率

8.9%

税収に占める
処理経費の割合

金額（千円）

3,005,229

  ごみ処理経費は環境省調査数値

   ごみ処理経費は決算額

   税収・ごみ処理経費は予算額

  ごみ処理経費は環境省調査数値

  ごみ処理経費は環境省調査数値

8.2%

8.6%

8.9%

3,011,255

3,011,701

3,120,000

3,120,000

0.2%

0.0%

3.6%

35,143,000

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度 0.0%

1.2%

8.6%

-2.1%

-2.7%

金額（千円）

36,905,946

36,122,414

平成17年度

税収

対前年
増減率




